
平成 28 年７月１９日 
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（土木学会誌 7 月号「公益社団法人土木学会 2016 年 7 月発行」：土を活かすマネジメント） 

※ 本記事は、公益社団法人土木学会の承認のもと転載しています。  
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阪
神
高
速
大
和
川
線
の

発
生
土
再
生
事
業
概
要

　

大
阪
府
、
堺
市
、
阪
神
高
速
道
路（
株
）
を
事
業
主
体
と

し
て
2
0
1
1
年
か
ら
建
設
中
の
阪
神
高
速
大
和
川
線（
全

長
9
・
9
㎞
の
自
動
車
専
用
道
路
）で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

地
下
ト
ン
ネ
ル
構
造
で
あ
り
、そ
の
約
4
割
は
泥
土
圧
シ
ー

ル
ド
工
法
で
施
工
し
て
い
る
。
当
該
工
法
に
よ
る
発
生
土

は
、
産
業
廃
棄
物（
建
設
汚
泥
）
と
し
て
処
分
地
に
搬
出
さ

れ
最
終
処
分
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
当
該
事
業
は
、

約
95
万
㎥
と
い
う
大
量
の
建
設
汚
泥
に
再
資
源
化
処
理
を

施
し
、近
傍
に
位
置
す
る
大
阪
市
港
湾
局
の
第
6
貯
木
場
土

地
造
成
事
業
の
海
面
埋
立
用
資
材
と
し
て
有
効
利
用
す
る

「
資
源
循
環
型
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。本
シ
ス
テ
ム
は
こ
の
事
業
の
発
生
土
運
搬
に
適
用
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
（
図
1
）
。

E
T
C
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

技
術
概
要

　

本
技
術
は
、
有
料
道
路
で
使
用
さ
れ
る
E
T
C
車
載
器

の
無
線
認
証
と
G
P
S
を
連
動
さ
せ
、
建
設
汚
泥
の
動
き

を
発
生
か
ら
再
資
源
化
、
埋
立
ま
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
電

子
化
し
て
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

従
来
の
廃
棄
物
管
理
の
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
の
運
搬
情
報
で
入
力

す
る
た
め
、
運
搬
車
両
が
1
日
に
何
往
復
も
す
る
大
規
模

な
現
場
に
お
い
て
は
、効
率
よ
く
、
確
実
に
受
渡
確
認
す
る

方
法
が
課
題
で
あ
っ
た
。
本
シ
ス
テ
ム
で
は
、車
両
が
通
過

す
る
だ
け
で
自
動
認
証
が
で
き
、
滞
留
が
発
生
し
な
い
点
、

都
市
部
に
お
い
て
利
用
率
が
90
％
と
高
く
コ
ス
ト
面
で
有

利
で
あ
る
点
か
ら
E
T
C
無
線
認
証
技
術
に
着
目
し
た
。

　

本
シ
ス
テ
ム
は
、E
T
C
車
載
器
を
搭
載
し
た
運
搬
車

両
が
、
現
場
に
設
置
し
た
E
T
C
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る
こ

と
で
、
無
線
認
証
を
行
い
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
照
合
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、事
前
登
録
車
両
以
外
は
場
内
に
進
入
で
き

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、E
T
C
ゲ
ー
ト
通
過
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特集 土を活かすマネジメント ─新たな課題解決に向けて─
Management for effective use of soils ─ Solutions for challenging issues─

時
に
は
、ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
と
連
動
し
て
積
載
し
た
建
設

汚
泥
の
自
動
計
量
を
行
い
、
車
両
通
過
情
報（
運
搬
業
者
、

車
両
番
号
、
運
転
手
名
、
積
載
物
等
）
を
排
出
事
業
者
や
作

業
所
、
運
転
手
に
メ
ー
ル
で
送
信
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
通

過
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。さ
ら
に
車
両
通
過
情

報
か
ら
、
自
動
的
に
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
廃
棄
物
管
理
伝

票
）
デ
ー
タ
を
生
成
し
、J
W
N
E
T（
日
本
産
業
廃
棄
物

処
理
振
興
セ
ン
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
、
電
子
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
管
理
を
行
う
機
能
を
も
つ
。運
搬
途
中
に
つ
い
て

は
、ダ
ン
プ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
装
備
し
、G
P
S
機
能

に
よ
っ
て
、
運
搬
ル
ー
ト
の
管
理
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
混

雑
時
・
非
常
時
の
待
機
・
迂
回
を
運
転
手
に
指
示
す
る
こ

と
で
、
適
正
で
円
滑
な
作
業
の
進
行
を
図
っ
て
い
る
（
写
真

1
、
図
2
）
。

　

本
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、運
搬
車
両
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

監
視
が
可
能
と
な
り
、現
場
で
の
運
搬
車
両
の
認
証
時
間
が

1
台
当
た
り
1
秒
以
内
と
大
幅
な
短
縮
に
な
っ
た
こ
と
で

現
場
で
の
滞
留
防
止
、ま
た
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
記
入
ミ

ス
の
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
、建
設
廃
棄
物
や
建
設

残
土
に
関
す
る
管
理
精
度
と
効
率
の
向
上
が
実
現
し
た
。

現
在
の
適
用
状
況

　

大
和
川
線
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
14
万
件（
ダ
ン
プ
14
万

台
分
）
の
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
発
行
を
行
っ
た
。
搬
入
は
1

日
当
た
り
5
9
7
台
で
あ
っ
た
が
、経
路
外
走
行
や
過
積
載

等
の
ト
ラ
ブ
ル
は
0
件
で
あ
っ
た
。

　

本
シ
ス
テ
ム
技
術
は
、東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手

県
釜
石
市
の
が
れ
き
選
別
業
務
で
も
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、

2
0
1
4
年
度
の
環
境
省
の
除
染
技
術
実
証
事
業
に「
福
島

県
内
除
去
土
壌
等
の
輸
送
に
係
る
E
T
C
無
線
認
証
技
術

を
活
用
し
た
大
量
運
搬
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
」と
し
て
採

用
さ
れ
た
。仮
置
場
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
ま
で
の
除
去
土
壌

等
を
輸
送
す
る
手
法
と
し
て
、仮
置
場
、検
問
所
、中
間
貯
蔵

施
設
入
口
で
の
車
両
の
自
動
認
証
が
で
き
、入
退
域
管
理
者

の
削
減
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、許
可
車
両
情
報
や
搬
入
物
情

報
の
確
認
時
間
の
短
縮
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
。

今
後
の
大
量
運
搬
業
務
へ
の
展
開

　

今
後
も
循
環
型
社
会
の
構
築
に
む
け
て
、特
に
国
内
外
で

大
量
の
建
設
廃
棄
物
が
発
生
す
る
工
事
で
の
活
用
が
期
待

さ
れ
る
。国
内
の
数
百
万
㎥
規
模
以
上
と
な
る
鉄
道
や
道
路

の
大
断
面
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
大
規
模
汚
染
土
壌

へ
の
適
用
、
発
展
途
上
国
で
進
む
地
下
鉄
建
設
工
事
な
ど

で
、建
設
廃
棄
物
の
運
搬
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す

る
こ
と
で
、建
設
副
産
物
資
源
の
有
効
活
用
、C
O
2
削
減
、

コ
ス
ト
縮
減
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
直
接
的
に
享
受
で
き
る
。

I
C
T
は
、
大
量
排
出
現
場
に
お
け
る
廃
棄
物
の
適
正
処

理
の
透
明
化
を
支
援
す
る
技
術
と
し
て
、各
事
業
者
の
責
任

の
明
確
化
と
運
搬
管
理
作
業
の
効
率
化
、省
力
化
に
つ
な
が

り
、建
設
廃
棄
物
の
有
効
利
用
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
る
。

図2　システム概要図

写真1　ETCアンテナと運搬管理状況


